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【CSR トピックス】 

オーストラリアにおける 2014年先住民社会との協調活動計画の策定について 

 

国際石油開発帝石株式会社（以下、当社）は、2 度目となるオーストラリアの先住民社会

との 2014年協調活動計画「Reconciliation Action Plan（以下、RAP）」を本年 5月に策定

しました。 

 

RAPは、当社が石油天然ガス開発事業を実施するオーストラリアにおいて、地域先住民で

ある Aboriginal and Torres Strait Islander peoplesとの「平等」や「尊重」の意識を高め、

より強固な関係を構築するための、当社のビジョンや行動計画を纏めたものです。 

 

本年の RAPでは、昨年初めて策定した 2013年 RAPに続くもので、「関係」、「尊重」、「機

会」の 3 つの重点分野ごとに、具体的な行動計画や定量的な目標を掲げ、先住民社会との

更なる関係強化、信頼関係構築に向けた当社のコミットメントを示しています。 

 

また本年は、RAPの推進を通し社内の意識を高め、従業員と共に先住民社会と関わる活動

に取り組んでいく予定です。RAP のコミットメントを経営に取り込むにより、先住民社会

と協調し共存する企業として更なる成長を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 RAP表紙 イクシス LNG プラント建設作業に従事する先

住民 

http://www.inpex.com.au/media/40481/ipx3240_reconciliation-action-plan-a4brochure-online.pdf


 
 

イクシス LNGプロジェクト 

イクシス LNGプロジェクトは、当社が操業主体（オペレーター）としてトタール社、東京

ガス、大阪ガス、中部電力および東邦ガスとともに、オーストラリア連邦西豪州沖合に位

置するイクシスガス・コンデンセート田より産出される天然ガスを、オーストラリア連邦

北部準州のダーウィンに建設するガス液化プラントにて液化し、年間 840万トンのLNG（液

化天然ガス）および年間 160万トンの LPG（液化石油ガス）として生産・出荷するととも

に、FPSO等から日量約 10万バレル（ピーク時）のコンデンセートを生産・出荷する計画

です。本プロジェクトは、40年という長期にわたっての稼働が見込まれる世界的にも大規

模な LNGプロジェクトです。当社は、1998年の公開入札により本プロジェクトが位置す

る鉱区の探鉱権を取得、その後の探鉱・評価作業や基本設計作業などの開発検討作業を経

て 2012年 1月に最終投資決定しました。現在、2016年末までに生産を開始すべく順次開

発作業を実施中です。 

 

特設サイト - イクシス LNGプロジェクト 

イクシス LNGプロジェクトの詳細は、特設サイトにてご確認ください：

http://www.inpex.co.jp/ichthys/index.html 
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